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と
守
、
議
議
驚
惑
も
れ

凪奇

え

卒

利

潤

均

当h.
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方℃

敬

田

序

論

宇
戸
グ
ス
の
資
本
論
に
於
て
は
、
資
本
家
的
生
産
は
、
本
質
的
に
は
、
可
捷
資
本
を
以
つ
で
購
入
さ
れ
る
勢
働

力
か
ら
可
及
的
弱
〕
〈
の
帥
剃
伯
航
ケ
-
搾
取
寸
4
0
串
役
目
掛
と
し
て
れ
は
れ
の
も
の
L
い
部
焦
が
れ
て
ゐ
る
。
抑
一
一
コ
目
す

れ
ば
、
資
本
家
的
生
産
は
、
本
質
的
に
は
、
可
及
的
高
率
の
静
剰
慣
値
率
を
目

F
し
て
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
さ

れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
マ
U
F

ク
ス
も
言
っ
て
ゐ
る
様
に
、
資
本
家
の
行
動
を
直
接
支
配
し
て
ゐ
る
意
識
に
於
て
は
、

「
資
木
家
の
利
潤
は
、
彼
れ
が
代
債
を
支
携
は
な
か
っ
た
何
物
か
を
販
責
ナ
る
と
い
ふ
こ
と
か

b
生
子
る
。
鈴
剰

き
う
な
っ
て
は
ゐ
な
い
。

慣
値
(
又
は
利
潤
)
と
は
、
畢
覚
、
商
品
の
費
用
債
格
以
上
に
出
づ
る
償
値
超
過
分
・
・
・
・
に
外
な
ら
ぬ
。
:
・
:
倒
#
の
資
木
家
陀
ヲ

V

て
言
へ
ば
、
商

品
目
生
産
上
に
前
貸
さ
れ
た
彼
れ
白
線
資
本
に
封
ナ
る
除
剰
慣
値
Ei--
の
割
合
(
即
ち
刻
潤
率
〉
ζ

そ
、
彼
れ
に
と
っ
て
利
害
関
係
わ
る
唯
一
の
問
題

で
あ
っ
て
、
資
本
の
特
殊
諸
成
分
に
封
ナ
る
ζ

白
慣
値
超
過
分
の
一
定
白
割
合
及
び
内
部
関
聯
は
、
彼
れ
に
と
っ
て
何
等
利
害
関
係
な
奇
:
・
も
の

で
あ
る
。
」
郎
ち
資
本
家
的
生
産
は
、
可
及
的
高
卒
の
利
潤
宰
を
目
，
さ
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
責
本
家
的
生
産
が
、
可
及
的
高
宰
の
利
潤
を
求
め
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
可
及
的
高
率
の
傍
剰

債
値
恋
一
・

4e求
め
て
行
は
れ
る
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
七
理
論
に
如
何
な
る
修
正
を
要
求
す
る
で
あ
ら
，
っ
か
。
或
は

平

潤
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一
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考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
如
〈
、
個
々
の
商
品
の
債
格
が
其
の
債
値
か
ら
離
れ
七
伊
藤
一
債
格
と
な
る
、
と
言
ふ
黙
に
止
ま

る
で
あ
ら
う
か
。
除
剰
償
値
自
躍
が
麗
化
を
受
け
る
と
言
ふ
援
な
事
は
無
い
で
あ
ら
う
か
。
利
潤
華
や
傍
剰
慣
値

率
一
か
盤
化
を
受
け
る
と
い
ふ
様
な
事
は
無
い
で
め
ら
う
か
。
此
の
問
題
は
、
生
産
手
段
を
も
若
察
の
中
に
入
れ
る

に
際
し
て
は
、
是
非
と
も
先
以
っ
て
、
明
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
、
他

の
事
情
が
同
一
千
」
あ
る
場
合
〈
即
ち
、
諸
財
町
一
生
産
部
門
の
資
木
の
技
術
的
構
成
(
生
産
係
悪
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
及
び
枇
曾
的

資
木
一
説
得
が
一
位
三
め
』
引
場
合
仁
、
可
及
制
高
車
の
刑
制
等
そ
出
め
て
生
産
め
れ
れ
以
れ
芯
掛
合
議
引
い
A

ら
れ
あ
刑
制
蔀
や

飴
剰
債
値
翠
や
傍
剰
慣
倍
率
一
炉
、
可
及
的
高
宰
の
齢
剰
債
備
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
蓮
せ
ら
れ
る
そ

れ
等
L
」
異
る
事
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
可
及
的
高
率
の
餅
剰
債
仮
恋
?
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
に
つ
い

て
展
開
さ
れ
七
理
論
台
以
っ
て
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
行
は
れ
る
資
本
家
的
生
産
の
分
析
に
進
h
u
潟

め
に
は
特
殊
の
注
意
を
要
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
達
せ
ら
れ
る
結
呆
と
可
及
的
高
率
の
飴
剰
債
値
率
を

求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
告
の
そ
れ
と
は
、
如
何
な
る
貼
に
於
い
て
臭
っ
て
ゐ
る
か
、
と
言
ふ
土
壇
の
問
題
は
、

資
本
の
回
轄
期
間
の
問
題
や
、
固
定
資
本
の
問
題
や
、
読
通
過
程
の
諸
問
題
等
々
と
の
闘
聯
に
於
い
て
も
究
め
ら

る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
〉
で
は
、
そ
れ
等
の
諸
結
に
は
鯛
れ
争
、
専
ら
、
可
盤
資
本
劃
不
盤
費
本
の
比
率
の
問
題

剖
ち
資
本
の
慣
値
構
成
の
程
度
の
問
題
と
の
問
聯
仁
於
い
て
、
究
め
る
に
止
め
る
。
従
っ
て
、
資
本
の
回
轄
期
間

の
問
題
や
固
定
資
本
の
問
題
や
疏
通
過
程
の
問
題
等
々
を
捨
象
す
る
潟
め
に
、
こ
〉
で
は
、
資
本
の
四
時
期
聞
は



各
生
産
部
門
と
も
同
一
で
あ
り
、
不
麗
資
本
は
す
べ
て
涜
動
責
本
よ
り
成
っ
て
固
定
資
本
を
合
ま
中
、
生
産
さ
れ

た
る
-
も
の
は
直
ち
に
販
貰
さ
れ
回
収
さ
れ
た
る
資
本
は
直
ち
に
再
投
下
さ
れ
る
も
の
と
想
定
す
る
。
従
っ
て
、
問

題
は
、
資
本
の
債
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
よ
っ
て
異
っ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
可
及
的
高
宰
の
傍
剰
債
値
宰
を
求
め

て
生
産
の
行
は
れ
る
事
と
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
事
と
は
、
如
何
に
異
っ
て
ゐ
る
か

と
言
ふ
貼
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
研
究
に
入
る
前
に
、
其
の
準
備
の
矯
め
に
、
先
づ
、
資
本
の
債
値
構
成
が

各
部
門
と
も
等
し
い
場
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
か
ら
始
め
る
で
あ
ら
う
。

上
越
の
如
〈
、
本
稿
の
問
題
と
す
る
所
は
、
専
ら
、
各
生
産
部
門
に
つ
き
資
本
の
債
値
構
成
の
異
る
事
と
の
閥
聯

に
於
い
て
山
地
や
る
限
引
の
、
可
及
的
両
端
の
利
潤
点
中
佐
求
め
日
し
生
産

ω析
は
れ
石
場
八
ハ
口
説
ゼ
ら
れ
み
鮎
果
't
一川説

的
高
率
の
齢
剰
債
値
宰
を
求
め
て
生
産
の
析
は
れ
る
場
合
の
そ
れ
と
の
相
異
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
産
手
段
や
勢

働
力
や
(
地
力
主
消
費
財
や
が
、
却
何
に
多
種
多
様
で
あ
る
か
、
と
言
ふ
様
な
事
は
本
稿
の
研
究
に
劃
し
て
は
何

等
本
質
的
閥
聯
を
有
し
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
に
於
て
は
、
問
題
を
簡
明
に
展
開
す
る
矯
め
に
、
世
舎
に
生
産
さ

る
べ
き
生
産
物
の
種
類
そ
貨
幣
と
一
種
類
の
消
費
手
段
と
一
種
類
の
生
産
手
段
と
の
三
荷
類
の
み
と
し
、
生
産
に

際
し
要
せ
ら
れ
る
生
産
要
素
を
、

一
種
類
の
勢
働
力
と
一
種
類
の
生
産
手
段
と
の
二
積
類
の
み
と
想
定
す
石
。

資
本
白
債
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
よ
っ
で
異
ヲ
て
ゐ
る
場
合
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
車
中
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
達
せ

b
れ
る
結
果
と

可
及
的
高
率
四
一
候
剰
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
そ
れ
と
は
知
何
な
る
監
に
於
い
で
異
っ
て
ゐ
る
か
、
と
き
月
ふ
問
題
は
、
従
来
、
機

張
再
生
産
の
場
合
帯
、
各
生
産
部
門
に
ワ
き
英
の
資
木
の
債
値
構
成
に
於
い
て
固
定
資
本
の
占
め
る
北
菊
宇
回
定
期
閉
め
異
ワ
て
ゐ
る
場
合
干
に
ワ

卒

均

車リ

潤

論

第
三
十
六
各

九

第

拡

八



苧

い
て
も
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
其
四
場
合
に
も
、
一
そ
れ
等
D

事
情
が
右
目
問
題
に
封
し
て
特
に
如
何
な
る
特
殊
的
意
味
を
有
ナ
る
か
、

均

ホl

潤

1晶

第
三
十
六
巻

七
O 

第
二
時
踊

丹、

四

主
言
ふ
事
が
論
ぜ
ゐ
れ
た
わ
け
で
は
な
〈
、
寧
ろ
、
そ
れ
等
の
事
情
白
下
に
於
て
も
右
の
問
題
が
知
何
に
依
然
と
し
て
作
用
ナ
る
か
と
言
ふ
動
白
方

が
論
ぜ
ゐ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
そ
れ
等
の
皐
説
を
、
事
島
、
各
生
産
部
門
に
よ
ヲ
て
資
本
白
慣
値
構
成
の
異
る
時
に
単
純
再
生

産
の
行
は
れ
る
場
合
に
関
し
て
、
吟
味
ナ
る
事
に
ナ
る
。
此
の
事
は
、
殊
に
、
各
生
産
部
門
に
ワ
き
其
白
資
本
の
債
値
構
成
に
於
い
で
固
定
資
木
の

占
め
る
比
率
平
岡
定
期
間
の
異
っ
て
ゐ
る
場
合
等
に
閲
す
る
限

P
に
於
け
る
諸
事
説
を
蕊
で
看
過
す
る
事
は
、
木
捕
の
取
扱
は
ん
と
す
る
所
が
、
事

ι
1
・
各
生
産
部
門
に
つ
き
資
・
米
の
宥
機
的
構
成
の
和
茂
の
異
る
事
と
の
関
聯
h
h

於
い
て
生
ず
る
限
り
の
間
庖
で
あ
る
事
に
廠
み
る
時
、

営
然
許
さ
れ

品
で
詑
ら
う
じ

-
、
責
本
の
慣
値
構
成
の
等
し
き
時

各
生
産
部
門
に
よ
っ
て
費
本
の
債
値
構
成
の
異
る
場
合
に
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は

れ
る
事
と
可
及
的
高
恋
一
・
の
齢
剰
慣
値
恋
一
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
事
k
は
.
如
何
に
異
っ
た
結
果
を
来
す
か
、

と
言
ふ
事
を
究
明
す
る
潟
め
の
準
備
と
し
て
、
先
づ
、
各
生
産
部
門
と
も
費
本
の
債
値
構
成
の
同
一
で
あ
る
場
合

に
つ
い
て
そ
れ
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
節
に
於
い
て
、
在
は
、
・
次
の
如
き
一
つ
の
場
合
を
想
定
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
此
の
準
備
的
研
究
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

【
第
-
例
】

今
、
先
づ
、
貨
幣
一
車
位
を
生
産
す
る
矯
め
に
は
1
一3
車
位
の
生
産
手
段
と
1

百
車
位
の
勢
働
力
を

要
し
、
消
費
手
段
一
車
位
を
生
産
す
る
潟
め
に
は
ー
す
畢
位
の
生
産
手
段
と
1
茄
単
位
の
勢
働
力
を
要
し
、
生
産
手

段
一
間
単
位
を
生
産
す
る
潟
め
に
は
2
一3
単
位
の
生
産
手
段
と
1
百
軍
位
の
抽
労
働
力
を
要
し
、
而
も
、
之
等
各
生
産
物



の
一
回
単
位
営
り
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
や
崎
労
働
力
の
量
は
、
生
産
さ
れ
る
財
の
量
に
よ
っ
て
は
動
か
な
い
色

の
と
し
、
失
に
、
勢
働
者
の
必
要
生
活
費
料
は
消
費
手
段
五
車
位
、
従
っ
て
、
勢
貨
は
町

t
d消
費
手
段
目
債
格
を
一
京

主
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
貨
幣
を
生
産
す
る
責
本
家
は
、
貨
幣
一
同
単
位
営
h
ノ
の
生
産
に
、
が
(
k

は
生
産
手
段
の
債

格
を
歪
'
〉
だ
け
の
不
謹
資
本
と
か

X
3
だ
け
の
可
護
資
本
土
を
要
し
、
消
費
手
段
砂
一
生
産
す
る
資
本
家
は
、
消
費

手
段
一
回
単
位
営
り
の
生
産
に
駄
だ
け
の
不
整
資
本
と
詐
×

F
だ
け
の
可
護
資
本
と
を
要
し
、
生
産
手
段
を
生
産
す

る
費
本
家
は
、
生
産
手
段
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
、
れ
だ
け
の
不
盤
費
本
と
叶

E
3
だ
け
の
可
盤
責
本
と
を
要
す

る
と
す
る
。

A 

期
〈
の
如
習
場
合
に
、
可
同
盟
資
本
を
以
っ
て
購
入
3
れ
る
妙
働
力
か
ら
可
及
的
多
〈
の
俸
制
慣
憶
を
権
取

す
る
事
伝
目
標
と
し
て
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
止
す
芯
な
ら
ば
、

換
言
す
れ
ば
、

可
及
的
高
容
の
働
時
剰
慣
値
率

す
れ
を
J
U

を
以
っ
て
一
京
ナ
)
を
目
ま
し
て
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
完
全
な
る
自
由
競
争
が
行
は
れ
る

限
り
、
館
剰
償
値
率
は
世
舎
的
に
一
様
に
な
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、
消
費
手
段
の
債
格
構
成
は

同
》

i
】

f

-

H

〈

Z
W
2
-
1
、

よ

-
J
1
J
q
i
M
r
i
E」

主
な
り
、
生
産
手
段
の
債
格
構
成
は

r
H

山下

+ιrxF(】+
阿
国
、
)

と
な
る
は
づ
で
あ
る
。
之
等
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、

7
5・
E
、L
g
w臥
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
ξ

。
然
る
に
、
貨
幣

は
、
消
費
手
段
と
同
一
量
の
生
産
手
段
と
一
労
働
力
と
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
手
段
の

平

均

;n 

潤

t量

第
三
十
大
巻

七

第
二
就
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平

均

軍E

i閏

E命

第
三
十
宍
巻

七

第

就

八
六

債
格
九
は
ー
で
あ
る
は
づ
で
あ
る
。
従
っ
て
‘
生
産
手
段
の
債
格
k

は
2
で
あ
る
は
づ
で
あ
る
。
貨
幣
の
流
通
宇

る
世
曾
に
於
い
て
は
、
従
っ
て
、
資
本
家
的
生
産
方
法
の
支
配
す
る
世
舎
に
於
い
て
も
、
年
生
退
曲
摘
さ
れ
又
は
磨

損
す
る
貨
幣
を
補
充
し
た
り
貨
幣
流
通
の
蹟
張

l
l例
へ
ば
瞭
張
再
生
産
に
よ
る
1

1

に
あ
て
た
り
す
る
矯
め
に
、

貨
幣
は
年
々
新
し
く
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
〉
で
は
そ
れ
等
の
貨
幣
問
題
が
問
題
と
な

っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
貨
幣
は
現
買
に
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
事
は
、
貨
幣
を
全
〈
捨
象
す

る
事
-uf
意
味
「
志
わ
け
で
は
~
ゆ
く
、
閥
単
に
、
貨
幣
は
北
唱
し
生
産
3
れ
る
な
ら
ば

ι
の
佐
薩
に
県
す
ゐ
?
め
ら
う
所
の

勢
働
h
z
規
準
と
し
て
諸
商
品
の
債
値
を
測
り
つ
〉
流
通
し
て
ゐ
る
、
と
す
る
事
を
意
味
す
る
だ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
は

曹
と
に
か
く
、
斯
く
の
如
〈
、
貨
幣
は
現
質
に
は
生
産
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
世
舎
的
資
本
は
専
ら
生
産
手
段
と

消
費
手
段
と
の
生
産
に
あ
て
ら
れ
る
事
に
な
る
。
然
る
に
生
産
手
段
一
箪
位
営
り
の
生
産
に
は
想
定
に
よ
り
、
札
ド

だ
け
の
不
盤
責
本
と
叶
x
p♂
だ
け
の
可
鍾
資
本
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
、
生
産
湾
、
れ
る
生
産
手
段
の
綿
量

を
一
不
す
に
了
伊
』
以
つ
で
す
れ
ば
、
生
産
手
段
の
生
産
に
要
す
る
費
本
の
組
額
は
、

(
山

r
+
出闘志
H
J
)

頃
で
あ
り
、
又
、

消
費
手
段
一
単
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
ド
だ
け
の
不
盤
費
本
と

drz♂
rり
の
可
錨
密
資
本
'
と
を
要
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、

A
1
.
生
産
さ
れ
る
消
費
手
段
の
鱒
量
を
示
す
に
礼

fr以
つ
で
す
れ
ば
、
消
費
手
段
の
生
産
に

要
す
る
費
本
の
総
額
は
♀
r
+
詐

X
5苦
闘
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
が
生
産
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
世
曾
的
責
本

は
専
ら
之
等
二
つ
の
も
の
に
あ
て
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
今
、
世
曾
的
資
本
の
総
量
ぞ
芯
g
と
す
れ
ば
、

日
1

印{〕

O
H
Q
f
+
J
V
X
臼
V
M

〉
凶
+
(
中

r
+
u
r
x印
♂

)
Z凶



と
な
る
。
こ
の
方
程
式
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
未
知
敢
の
う
ち
k

及
び
九
は
、
既
に
さ
き
の
計
算
に
よ
り
其
の
値
が
知

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
方
程
式
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
事
賓
上
の
未
知
数
は
v
吋と
S

と
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。

今
、
車
純
再
生
産
が
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
の
量
は
吐
曾
的
に
消
費
さ
れ
る
そ

れ
の
量
k
等
し
い
は
づ
で
あ
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
一
単
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、

g
単
位
の
生

産
手
段
金
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
手
段
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段

ω
綿
量
は
お
。
で
あ
り
、
叉
、
消
費
手

段
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、
ま
車
位
の
生
産
手
段
を
要
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
手
段
の
生

産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
総
量
は
山
円
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
が
生
産
さ
れ
や
、
且
つ
、
軍
純
再
生
産
が
行
は
れ

る
も
の
と
?
れ
ば
、
一
枇
命
目
的
に
必
.
雨
明
-
と
さ
れ
る
生
産
手
段
の
綿
量
は
格

印

H
M
ゆ
り
「
+
蜘
抗

で
あ
忍
d

以
上
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、

ZMHU--pru---
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
一
軍
位
営
り
の

生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、

I
B
単
位
の
一
労
働
力
?
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
選
手
段
の
生
産
に
要
す
る
勢
働

で
め
り
、
叉
、
消
費
手
段
一
回
単
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、

1
荷
車
位
の

カ
の
組
量
は
H
t
v
a
c
-
-
H
M
-
c

労
働
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
.
消
費
手
段
の
生
産
に
要
す
る
労
働
力
の
総
量
は
、
4
♂

x
g
g
L
g
で
ゐ
る
。
貨

幣
は
生
産
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
の
矯
め
に
要
す
石
崎
労
働
力
の
綿
量
は
之
等
二
つ
の
合
計
日
き
で
あ
7
9

。

然
る
に
、
持
貨
は
、
想
定
に
よ
り
、
却
で
あ
る
2

従
っ
て
‘
可
盤
資
本
の
総
額
は
、

f3xuOCH-印
き
で
あ
る
。

子
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平

均
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言晶

第
三
十
六
巻

七
四

第
三
振

A 
A. 

然
る
に
、
鈴
剰
債
倍
率
は
さ
き
に
後
見
さ
れ
た
ろ
如
〈
三
次
従
っ
て
傍
剰
債
伎
は
、

E
l
k
L白き

己
g
u
h
H
H
印
き
や
-
あ
る
。
然
る
に
枇
曾
的
資
本
の
綿
額
は
、
想
定
に
よ
り
、
目
き
で
あ
る
。
従
っ
て
利
潤
峯
は
、

で
あ
る
。

回
目
。

C

H
u
-
-
1
i
H
M
C
U民

日
『
ロ

c
c

で
あ
る
。

卸
ち
、
以
上
に
於
て
は
、
可
及
的
高
率
の
剰
除
債
低
率
全
求
め
て
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
5
れ
て
ゐ
る

潟
め
に
、
先
づ
傍
剰
債
倣
率
が
決
定
さ
れ
、
利
潤
率
は
然
る
後
に
そ
れ
か
ら
探
生
的
に
算
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、

可
及
的
高
率
の
利
潤
率
佐
求
め
て
生
産
一
小
戸
川
崎
れ
る
も
の
と
「
れ
ば
‘
事
情
は
典
"
。
。

B

今
、
其
仙
の
貼
に
於
て
は
A
の
場
合
と
同
一
な
る
場
合
に
、
只
生
産
が
、

A
の
場
合
の
如
く
可
及
的
高
率

の
品
開
剰
慣
値
率
を
目
a
さ
し
て
行
は
れ
る
事
な
く
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
目
、
ざ
し
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
る
な

ら
ば
、
完
全
な
る
資
本
家
的
自
由
競
争
が
行
は
れ
る
限
り
、
利
潤
率
は
枇
曾
的
に
一
様
に
な
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、

消
豊
手
段
の
債
格
構
成
は
、

同

ι
N
H
(
宮内
+
M
V
V
A
印
H
J
V
(
H
+
司
、
)

と
な

b
、
生
産
手
段
の
債
格
構
成
は
、

r
H
A一蜘

F
+同
f
x町
一
♂
)
(
同
十
回
川
、
)

と
な
る
は
づ
で
あ
る
。
之
等
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、

r
H
M
♂

T
U
M
-
w
帆
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
可
及
的
高
率

の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
齢
剰
債
値
の
総
量
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
、
傍
剰
債
値
率
が

ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
、
と
言
ふ
様
な
事
を
強
め
知
る
事
診
要
A
1

・
?
、
直
接
に
平
均
利
潤
牽
が
決
定
さ
れ
る
。
此
の

事
は
、
次
の
第
二
例
の
研
究
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
掬
〈
、
資
本
の
債
係
構
成
が
各
生
産
部
門
に
よ
っ
て
異
つ



マ

Y
ク
ス
は
「
債
値
及
び
剰
餓
債
値
の
限
昇
が
血
ハ
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
諸
資
木
間
四
競
争
が
如

て
ゐ
る
場
合
に
も
鑓
化
は
無
い
。

何
に
し
て
:
:
:
絵
劇
債
値
圭
平
均
利
潤
卒
に
樽
化
せ
し
め
る
か
を
知
る
は
容
易
で
あ
る
。
が
、
若
し
こ
の
限
界
が
呉
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
す
れ
ば
、

一
般
的
利
潤
翠
を
ば
或
る
一
定
の
限
度
に
蹄
せ
し
め
て
他
の
限
界
に
蹄
せ
し
め
な
い
か
・
:
そ
れ
は
絶
封
に
知
り
待
な
V

こ
と
で
あ

競
争
は
何
故
、

九
」
?
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
若
し
、
鈴
潤
憤
値
の
臆
量
が
先
づ
決
定
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
何
虞
で
卒
均
刺
潤
卒
が
決
定

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
言
ふ
の
で
め
る
な
ら
ば
、

B
の
計
算
の
示
す
如
〈
、
齢
剰

そ
れ
は
説
り
で
あ
っ
て
、

債
値
の
綿
額
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
利
潤
峯
は
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
、

此
の
事
は
、
唱

-

J

-

、

み

j

み
l

利
潤
の
決
定

炉
、
鈴
剰
債
値
の
決
定
を
ま
つ
事
な
し
に
行
は
れ
得
る
と
言
ふ
事
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

利
潤
が
、

特
定

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

殊
に
此

憐
剰
勢
働
の
陣
取
で
し
か
あ
り
得
ぬ
、

と
言
ム
事
金
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(1) 

場
ィ}

， :t. 

r
y
J九
a
E
z力
低
「

nJ
司旧
4
h
μ
「
戸
民
、
り
亡
い
仁
監
バ

3
1
1
L
b
b

ノ
「

h
h
汗
a
yえ
命
奇
怪
anノ
俗
小
川
吋
両
県
ム
任
容

P
R

E
-
-
L
t
ι
-，h
一，
E
L
3
4川川川主一
J
c
一-
d
t
v
b
p
J
-
p
h
t
h
p
f
l
，

r
d
〈

1
V
-
2
-
L砂
E
一J
P
E
-
-
L
P
V
司
河
イ
i
J
i
五一

J

3

め
て
生
産
が
行
は
れ
る
と
し
て
も
、
建
せ
ら
れ
る
利
潤
宰
に
は
何
等
麗
化
は
無
い
。
の
み
な
ら
示
、
こ
こ
で
は
計

算
を
略
す
る
け
れ
ど
も
、
借
剰
償
値
宰
も
剰
傍
債
値
量
も
、
二
つ
の
場
合
に
於
い
て
何
等
の
差
異
を
見
な
い
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
場
合
に
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
恋
?
を
求
め
て
行
は
れ
る
生
産
は
、
究
局
に
於
い
て
は
、

可
及
的
高
率
の
傍
剰
個
値
率
を
求
め
て
行
は
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
い
か
本
質
で
あ
る
左
言
ふ
事
も

出
来
る
。
然
し
、
各
生
産
部
門
に
よ
り
資
本
の
償
値
構
成
が
異
る
場
合
に
は
、
事
情
は
異
る
。

二
、
責
本
の
慣
値
構
成
の
異
る
時

各
生
産
部
門
に
よ
っ
て
費
本
の
債
値
構
成
の
異
る
場
合
に
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は

平

均

/¥. 
丸

軍1)
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平

書量

草日

潤

論

第
三
十
六
巻

一
七
戸

第
二
貌

九
O 

れ
る
事
と
可
及
的
高
率
の
傍
剰
償
値
宰
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
事
と
は
、
如
何
に
異
っ
た
結
果
ぞ
来
す
か
、

と
言
ふ
事
を
究
明
す
る
の
が
本
節
の
目
的
で
め
る
が
、
在
は
、
こ
こ
で
も
、

一
つ
の
場
合
併
}
想
定
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
研
究
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

今
、
先
づ
、
貨
幣
一
軍
位
ぞ
生
産
す
る
矯
め
に
は
1
一
日
軍
位
の
生
産
手
段
と
1
一
川
単
位
の
勢
働
力
と

を
要
し
、
消
費
手
段
一
山
単
位
を
生
産
す
る
矯
め
に
は
1

一3
堕
位
の
生
産
手
段

L
7日
車
位
の
持
働
力
と
な
要
し
、

【
第
二
例
】

住
居
手
段
一
山
単
位
宇
佐
躍
す
る
砂
川
め
に
は
日
日
川
単
位
の
生
成
平
脱
L
7
i
w
路
付
の
掛
耐
力
Lじゃ，
m択し、

耐
も
み
ノ
民
蛇
可

各
生
産
物
の
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
や
勢
働
力
の
量
は
、

生
産
さ
れ
る
財
の
量
に
よ
っ
て
は
動

か
な
い
も
の
と
し
、
次
に
、
崎
労
働
者
の
必
要
生
活
費
料
は
消
費
手
段
5
単
位
、
従
っ
て
、
勢
賃
は
訊
“
で
あ
る
と
す

る
。
即
ち
、
貨
幣
を
生
産
す
る
賛
本
家
は
、
貨
幣
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
、

ku

だ
け
の
不
盤
資
本
と
公
立
♂
だ
け

の
可
鍾
資
本
と
を
要
し
、
消
費
手
段
を
生
産
す
る
資
本
家
は
、
消
費
手
段
一
軍
枕
営
り
の
生
産
に
、
刊
叫
u

だ
け
の
不

護
資
本
と
九

qxFだ
け
の
可
麗
資
本
を
要
し
、
生
産
手
段
を
生
産
す
る
資
本
家
は
、
生
産
手
段
一
向
車
位
常
り
の
生

産
に
、
ド
だ
け
の
不
護
資
本
と

4rx
印
♂
だ
け
の
可
護
資
本
を
要
す
る
と
す
る
。
此
の
想
定
は
、
生
産
手
段
一
皐
位
を
生

産
ナ
る
に
要
ナ
る
品
労
働
力
の
量
が
、
第
一
例
の
場
合
白
そ
れ
よ
り
も
少
〈
な
っ
て
ゐ
る
外
は
、
第
一
例
と
金
〈
同
一
で
あ
る
。
卸
ち
、
生
産
手
段
の

生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
は
、
乙
L

で
は
、
第
一
例
の
場
合
よ
り
高
級
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
白
事
は
、
元
来
第
一
例
に
於
い
で
は
、

資
本
の
債
値
構
成
は
各
生
産
部
門
と
も
同
一
で
あ
ヲ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

結
局
、
資
本
財
の
生
産
部
門
の
資
本
の
債
仮
構
成
が
、

他
の
生
産
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
、
高
経
と
な
っ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
。



A' 

新
〈
の
如
き
場
合
に
、
可
建
資
本
を
以
っ
て
購
入
3
れ
る
勢
働
力
か
ら
可
及
的
多
〈
の
齢
剰
債
佑
を
搾
取

す
る
事
を
目
標
と
し
て
生
産
が
行
は
れ
る
色
の
と
す
る
な
ら
ば
、
完
全
な
る
自
由
競
争
が
行
は
れ
る
限
り
、
餅
剰

債
値
峯
は
枇
曾
的
に
一
様
に
な
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、
消
費
手
段
の
債
格
構
成
は
、

同
》
樋
川
町
官
十

t
p
x田
♂
(
-
-
十
ョ
、
)

と
な
り
、
生
産
手
段
の
債
格
構
成
は

r
H山
「
+
同

r
x
g
J
(戸
+
E
G

と
な
り
、
貨
幣
の
慣
格
構
成
は

H
H
t『
f
+
J
r
x印
HJ(]
十

E
J

と
な
る
は
づ
で
あ
あ
。
之
等
三
勺
の
方
程
式
か
ら
、

F
H
H
W
}
F
L
E
Y
E
、H
H
肘
血
液
で
あ
る
事
，
か
知
ら
れ
る
。

今
、
貨
幣
は
現
買
に
は
生
産
さ
れ
な
い
色
の
と
す
れ
ば
、
世
曾
的
資
本
は
専
ら
生
産
手
段
左
消
費
手
段
と
の
生

産
に
あ
て
ら
れ
る
事
に
な
る
。
然
る
に
‘
生
産
手
段
一
四
単
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、
れ
だ
け
の
不
護

資
本
と
叶
r
x
F
だ
け
の
可
盤
資
本
と
そ
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
手
段
の
生
産
に
要
す
る
資
本
の
綿
額
は
、

(

叩

「

ヤ

叶

f
v
《
印
♂
)
印
で
あ
り
、

又
、
消
費
手
段
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
は
、

想
定
に
よ
り
、

ぷ
だ
け
の
不
盤
貴
本
と

d
r
x
F
だ
け
の
可
盤
資
本
と
金
要
す
る
の
で
め
る
か
ら
、
消
費
手
段
の
生
産
に
要
す
る
責
本
の
組
額
は
争
+J吉

町

C
3
で
め
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
が
生
産
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
融
合
的
資
本
は
専
ら
之
等
二
つ
の
も
の
に
あ
て

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
今
、
枇
曾
的
資
本
の
締
量
を
ヨ
き
と
す
れ
ば
、

平

均

潤

論

草1I

第
三
十
六
巻

七
七

第

f虎

九

此白場合に，貨幣生産部門までが，げの計算に参典しでゐるのは，資本白技術
的構成が各生産部門によって異ってゐるからである.然し，貨幣が.直接(生
産要素として，又は，磨損としで，等々)叉，;t間接「努働者の生活必需品とし
て〉に，生産費に入る事無き限 V， ま常生産部門がm'の計算に参奥ナるのは皐
に計算技術白問題であヲて m'の大きには関係せぬ 此の事はB'白場合でも
同じである.只其の場舎には，plで~Iつる.

3) 



平

均

軍リ

潤

論

第
三
十
宍
巻

三
七
八

第

競

九

a
c
c
H
(
喫
+
叶
X
P
3〉
叫
十
(
酔
「

+Mrx
句
"
)
H
A
N

と
な
る
。
こ
の
方
程
式
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
未
知
数
の
う
ち
k

及
び
P
H

ば
、
慨
に
3
き
の
計
算
に
よ
り
其
の
値
が
知

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
方
程
式
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
事
買
上
の
未
知
数
は
叫
E
S
と
の
こ
っ
行
け
で
あ
る
。

生
産
手
段
一
軍
位
蛍
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、
号
車
位
の
生
産
手
段
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産

手
段
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
纏
量
ほ
将
"
で
あ
り
、
又
、
消
費
手
段
一
回
単
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ

ー
、

t
E
}
1
2
z
i
z
'
J
E
-
-
h
)
F
〉

】

，

i

h
，

i
耳
f
ι
A品
川
弓
「

K
を
岬
P
J
q
t
J
1
d
F
u
o
u
p
c
-

f
一

'
;
-
f
)
:
1
j
i
-
-
-
:
;
:
;
;
;
}
l
F
f
f
・

-

作
成
明
司
寸
附
仰
げ

L
A
j月
ド
稲
川
す
芯
主
席
平
日
江
純
H
N
は
判
。
刊
し

MJt~

る
。
従
っ
て
、
貨
幣
が
生
産
さ
れ
今
、
且
つ
、
軍
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
世
曾
的
に
必
要
と
き

れ
る
生
産
手
段
の
総
量
は
、

回

H
山

FZ"+山
甲

山

で
あ
る
。

以
上
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、

zuu
日目白印
g
u
w
T
S
8
8
u
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
一
軍
位

営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、
一
1
B
車
位
の
勢
働
力
を
要
す
忍
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
手
段
の
生
産
に
要
す
る

勢
働
力
の
鱒
量
は
、
叫
ザ
X

臼豊田
u
u
u
H
叶
盟
国
串
円
で
あ
り
、
又
、
消
費
手
段
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
は
、
想
定
に
よ
り
、

1

百
草
位
の
勢
働
力
を
要
す
る
の
で
め
る
か
ら
、
消
費
手
段
の
生
産
に
要
す
る
勢
働
力
の
組
量
は
、

d
r
+
g
u
u
m
g
H

雪・
4
E
で
あ
る
。
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
炉
ら
、
生
産
の
潟
め
に
要
す
る
勢
働
力
の
総
量
は
之
等
二
つ

想
定
に
よ
り
、
町
で
あ
る
。
従
っ
て
、
可
麗
資
本
の
綿
額
は
、

の
合
計
目
白

-S
で
あ
と
。
然
る
に
、
勢
賃
は
、



;
2
Z日∞叫
-
S
P
H
H
品
目
叶
回
目
的
で
あ
る
。
然
る
に
、
偉
剰
債
値
峯
は
さ
き
に
後
見
さ
れ
た
る
加
〈
HM
回
以
で
あ
る
。
従
つ

て
餅
剰
憤
値
は
、

E
H
〈目、
H
同
市
山
一
『
・
-
同
町

X
H目
白
山
武

H
H
4
D由
・
さ
ロ

で
あ
る
。
然
る
に
枇
曾
的
資
本
の
総
額
は
、
想
定
に
よ
り
、

叫
印
-
-

で
あ
る
。
従
つ
で
利
潤
奉
は
、
司
、

H
J一
白
川
!
日
間
臼
容
さ
ま

で
あ
る
。
詮

設
、
生
産
手
段
目
生
産
部
門
仰
に
於
て
は
、
今
回
H
8
0
だ
け
白
不
漫
資
本
と

M
V
X
印刷
J

私
H
∞
お
だ
け
の
可
麹
資
本
、
合
計
怠
ち
だ
け
の
線
資

本
を
以
つ
で
、
〕
V
X
印可日明日、

h
Z
回
目
だ
け
白
鈴
剰
慣
値
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
。

消
費
手
段
D
坐
産
部
門

U
に
於
て
は
、
山
ウ
3
H
8
2
だ
け
の
不
獲
資
本
と

d
r
x
白
HJZM
刊
白
山
由
だ
け
の
可
場
資
本
、
合
計

資
本
を
以
っ
て
、

b
x
旬
開
ぷ
E
、h
u
申
立
だ
け
の
品
開
刺
償
値
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
此
の
部
門
の
利
潤
率
は
、
回
自
白
】
印
叶
g
u
h
で
あ
る
o

従

従
っ
て
此
の
部
門
的
利
潤
車
中
は
お
芯
芯
吋
U
W
帆
で
あ
る
。
他
方
、

回印

g
だ
け
の
娘

っ
て
、
社
合
的
平
均
利
潤
が
、
上
蓮
の
知
〈
枇
曾
的
緑
飴
剰
僕
値
を
社
合
的
線
資
木
で
割
ヲ
て
求
め
ら
れ
る
の
で
な
〈
、
各
生
産
部
門
の
利
潤
準

を
算
術
平
均
し
て
求
め
ら
れ
る
心
匂
あ
る
な
ら
ば
、
平
均
利
潤
市
中
は
、
忠
明
日
ロ
包
次
唱
と
な
る
。

:B' 

今
、
業
他
の
貼
に
於
て
は
K
の
場
合
と
同
一
な
る
場
合
に
、

只
、
生
産
一
炉
、
町
の
場
合
の
加
く
可
及
的
高

峯
の
傍
剰
債
値
峯
を
日
.
さ
し
て
行
は
れ
る
事
な
く
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
李
を
目
ゴ
し
て
行
は
れ
る
色
の
と
す
れ

ぱ
、
完
全
な
る
費
本
家
的
自
由
競
争
が
行
は
れ
る
限
り
、
利
潤
宰
は
枇
曾
的
に
一
様
に
な
る
は
づ
で
あ
る
か
ら
、

消
提
手
段
の
慣
格
構
成
は

H
J
H
Q
r
+
d
t
x
E
J
)
(
同
十
回
、
)

主
な
り
、
生
産
手
段
の
債
格
構
成
は
、

r
H
(叩「
+
t
r
x
g
J
)門
戸

+
H
t
v

と
な
り
、
貨
幣
の
債
格
構
成
は
、

卒

主告

不目

1閏

;品

第
三
十
六
巻

一一一七九

第
二
披

:fu 



平

均

澗

言曲

軍q

第
三
十
六
巻

三
八

O

第

披

九
四

H
H
(中
r
+
ω
J
r
x印
HJ){HX司
、
)

と

な

る

。

之

等

三

つ

の

方

程

式

か

ら

F
H
r
r
L
E
E
P
τ
H
民

-uezuhで
め
る
事
が
知
ら
れ
る
。

卸
ち
、
可
及
的

高
卒
の
飴
剰
償
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
時
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、

に

だ

に

生

産

手

段

の

債

格

が

盤

化

し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
宇
、

利
潤
率
も
盤
化
し
で
ゐ
る
。

4
A
づ
債
格
に
つ
い
て
見
る
に
、
生
産
手
段
目
債
格
は
、
可
及
的
高
率
・
の
録
制
刷
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
に
は

日
∞
叶
肋
で
ゐ
一
る
〈
奇

も
り
日
円
、

I

J

 

司
比
内
古
雨
漏
干
口
問
問
事
k
求
ゆ
と
主
主
口
一
げ
土
ル
b
揚
A
B

ぽて
1
、
山
由
M
Z臼
己
最
比
定
し
て
b

b
。

1
4
1
J
'一
1

J

i

-

J

J

t

f

'

1

3

l

a

j

l

d

i

l

i

-

-

唱
。

<し

6:t 
、

l主

Eju 
?え

な

n究

む
ヲ
た
わ
け
で
は
な

t
、
t
k
y

想
定
に
よ
P
、

生
選
手
段
む
生
産
部
門
わ
資
・
不
む
倶
値
構
成
が
貨
幣
む
生
産
部
門
?
庁
、
れ
よ
り
も
高
級
で
あ
る
矯
め

に
、
不
蝿
盟
資
木
に
劃
し
で
も
一
率
な
刻
潤
の
要
求
さ
れ
る
場
合
白
方
が
然
b
ざ
る
場
合
よ

P
も
す
向
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

従
ワ
で
、
貨
幣
回
生
産
部

門
の
資
本
よ
り
も
低
い
債
値
構
成
を
有
ナ
る
資
本
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
債
絡
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
目
ざ
し
て
生
産
む
行
は
れ
る
場
合

の
万
が
、
可
及
的
高
率
の
除
刺
債
低
容
を
目
ざ
し
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
よ
P
も
、
低
い
わ
け
で
あ
る
。
聞
し
て
此
の
事
は
、
多
少
歪
め
ら
れ
た
姿

に
於
て
Y
は
あ
る
が
、
院
に
F
カ
ル

γ
に
於
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

従円
J

て
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
で
生
産
自
行
は
れ
る
場
合

に
於
け
る
債
格
は
、
可
及
的
高
率
の
鹸
剰
僚
値
率
を
求
め
て
生
産
自
行
ば
れ
る
場
令
に
於
け
る
そ
れ
と
は
異
晶
、

と
言
ふ
事
は
、
今
夏
ら
問
題
と
ナ

る
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と

3
る
べ
き
は
、

其
の
債
格
の
麗
化
(
生
産
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
)
葉
の

事
で
は
な
〈
、

生
産
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
を
規
定
す
る
所
の
利
潤
率
(
可
及
的
高
率
四
創
刊
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行
一
ほ
れ

る
場
合
に
於
げ
る
)
が
却
何
に
決
定

5
れ
る
か
、

と
言
ふ
事
で
め
る
。

y
カ

Y
ド
は
遂
に
此
問
題
を
解
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

7

U

F

ク

ス

に

於

て

は

一

の

解

決

が

試

み

ら

れ

て

ゐ

る
。
即
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
平
均
刺
潤
苦
「
相
異
づ
た
生
産
部
前
に
於
け
る
相
臭
っ
た
諸
利
潤
率
の
卒
ろ
で
あ
る
。
従
ヴ
で
「
一
般
的
剥
潤
荷
主
る

Gonner-s ed目 1925，Ricardo : Principles ()f Poli ti cal Econυmy and Tm:n tiOTl1 
]l. 26-8. 30-31 
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も
の
は

、.、、

個
別
的
に
観
察
し
た
特
殊
の
各
生
産
部
副
に
於
け
る
利
潤
事
が
深
め
生
産
部
門
、
の
吸
だ
け

〆-、
成

立
し
て
、~

l~ 
る

と
を
前
健
ナ
るの
L. 

の
で
あ
る
。

従
A
J

て
、
今
我
々
の
例
に
つ
い
て
凡
る
な
ら
ば
、
ゲ
頃
の
誌
に
予
算
し
た
所
の

立
山
凶
】
印
三
%
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
然
し
、
此
の

卒
均
利
潤
謝
申
を
以
っ
て
計
算
す
れ
ば
|
|
即
ち
総
資
本
績
に
此
の
意
味
の
平
均
別
潤
を
加
へ
れ
ば
|
|
枇
令
的
生
産
物
の
掠
償
値
は
包
お
と
な
る

の
に
、
寅
際
白
川
枇
合
的
生
産
物
白
地
償
催
は

S
Z叫
に
過
耳
、
た
い
。
即
ち
此
の
算
法
に
よ
る
時
に
は
、

生
産
以
外
白
一
所
か
、
h

債
値
が
出
て
来
る
事
に

な
P
、
勢
働
償
値
設
を
破
る
も
の
と
な
る
の
み
な
、
b

ず
事
貰
と
も
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

新
か
る
不
合
理
な
る
結
果
・
と
な
る
の
は
、
平
均
利
潤
布
中

の
計
算
に
、
各
盆
産
部
門
の
利
潤
率
を
算
術
平
均
す
る
力
法
に
ょ
う
た
矯
め
に
、
各
生
産
部
門
め
「
重
み
」
が
看
過
さ
れ
る
事
に
な
ワ
た
か
与
で
あ
る
。

従
っ
て
此
の
不
合
理
を
除
〈
然
め
に
は
、

会
一
飴
剣
債
値
量
を
会
資
本
債
値
量
で
除
す
る
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
主
(
の
方
法
に
よ
る
時

に
は
、
M
A

に
於
い
て
計
算
し
仁
ぷ
如
〈
、
平
均
利
潤
率
は
N

一
二
露
。
由
ぶ
と
な
る
。
此
の
平
均
利
潤
率
に
よ
れ
ば
、
算

術
平
均
仁
よ
る
場
合
の
如
き
不
合
理
は
無
い
の
で
あ
る
。

?
ル
ク
ス
刷
究
に
於
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
中
均
利
潤
傘

の
計
算
ド
慨
し
川
一
世
曾
酌
賦
働
剰
償
対
慨
を
一
献
命
国
的
総
資
本
債
備
で
除
す
る
方
法
に
よ
ら
れ
た
の
は
、
此
の
意
味
に

於
い
て
、
営
然
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
、
上
越
の
意
味
に
於
け
る
快
勤
を
改
め
、
可
及
的
高
宰
の
傍
剰
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合

の
枇
曾
的
能
剰
憤
値
を
其
の
場
合
の
一
位
曾
的
耀
資
本
慣
値
で
除
し
て
平
均
利
潤
恋
?
を
求
め
る
と
し
て
色
、
期
〈
し

て
得
ら
れ
る
平
均
利
潤
率
会
の
場
合
の
そ
れ
)
は
、
之
れ
を
.
葉
他
の
馳
に
於
て
は
異
る
所
な
〈
只
可
及
的
高
率

の
利
潤
蓮
司
令
-
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
L
」
言
ふ
一
酷
だ
け
異
る
場
合
に
建
せ
ら
れ
る
利
潤
宰

(
Y
の
場
合
の
そ
れ
)

と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
其
の
聞
に
な
ほ
差
異
が
存
す
る
。
剖
ち
利
潤
宰
は
、
前
者
(
M
A
)

の
場
合
に
は
、

同
臼

-
u
m
M
D
∞W
帆

で
あ
る
が
、
後
者
(
町
)
の
場
合
に
は
.
回
印
・
臼
∞
N

唱
曲
変
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
れ
等
の
差
異
は
果
し
て
何
慮
か
ら
来
る
の

平

均

利

潤

論

第
三
十
六
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八
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披
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第
三
十
大
巻

第

盟主

九
A 

ホl

論L

A 
四

算
出
せ
る
所
の
利
潤
率
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
却
も
、
可
及
的
高
率
の
偉
剰
債
佐
容
を
求
め
て
生
産
の
行
は

れ
る
場
合
の
結
果
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
利
潤
宰
の
平
均
の
作
用
に
劃
す
る
考
慮
を
と
り
入
れ
て
行
〈
の
方
法
に

よ
っ
た
マ

Y

ク
ス
が
誤
っ
た
の
は
、
専
ら
、
利
潤
牽
の
平
均
の
結
果
を
(
利
潤
宰
の
平
均
に
よ
っ
て
費
用
債
格
自

瞳
が
債
値
か
ら
背
離
し
て
来
る
と
ι
一
日
ふ
事
e

ゲ
心
徹
底
的
に
考
へ
な
か
っ
た
の
に
由
る
の
で
あ
る
。

甲

Y
ク
ス
は
、

「
商
品
の
生
産
債
格
は
、
そ
の
商
品
の
購
買
者
に
と
っ
で
は
費
用
債
格
で
あ
り
、
そ
れ
は
費
用
債
格
と
し
て
他
の
商
品
の
債
格
杉
成
に
入
P
得
る
。

品
の
佐
渡
倒
料
、
と
剛
山
山
肌
b
h

一致
L
な
〈
紅
型
佑
る
が
故
「
九
、
他
的
一
四
同
日
加
の
い
捌
か
る
生
産
償
桃
を
含
む
一
郎
H
M
m
v

質
問
慣
格
も
亦
、

3
-

の
商
品
の
ほ
償

格
中
、

ζ

の
商
品
に
入
ヲ
た
生
産
機
陶
白
債
値
に
依
っ
て
品
川
表
さ
れ
る
部
分
よ
り
も
大
又
は
小
た
り
件
"
。
。
費
用
債
格
の
意
識
が
と
の
様
に
鋭
化
し

て
来
た
事
、
従
ワ
て
ま
た
、
特
殊
の
一
生
産
部
門
に
於
げ
る
商
品
の
費
用
償
絡
を
以
ヲ
で
そ
の
商
品
の
生
産
上
に
消
費
さ
れ
た
生
産
機
関
白
債
値
(
及

び
鋒
働
カ
の
債
値
)
に
等
し
い
と
す
る
時
に
は
常
に
一
の
誤
謬
が
可
能
た
る
に
至
る
こ
と
、
己
れ
は
念
頭
に
置
〈
を
要
す
る
ζ

主
で
あ
る
日
と
一
一
員
ふ

事
を
気
付
き
つ
つ
、
正
に
、
可
及
的
高
率
の
餅
剰
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
に
つ
い
て
立
て
ら
れ
に

理
論
ム
」
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
ぞ
求
め
て
行
は
れ
る
資
本
家
的
生
産
と
の
関
聯
と
を
問
題
と
せ
る
其
の
研
究
に
於

い
て
、
「
が
現
在
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
こ
の
駐
に
ワ
い
て
夏
ら
に
立
入
る
必
要
は
た
ひ
と
言
っ
て
、
中
心
問
題
を
避
け
て
し
ま
っ

の
枇
曾
た
の
で
あ
る
0

7

Y

ク
ス
の
考
へ
た
所
は
、
恐
ら
く
、
個
々
の
商
品
の
債
値
は
生
産
債
格
か
ら
離
れ
て
も
、
会

睡
的
生
産
物
に
つ
い
て
見
る
時
に
は
、
其
の
背
離
は
相
互
に
相
殺
さ
れ
、
債
値
と
債
格
は
一
致
す
る
〈
・
勿
論
、
貨
幣
も

債
値
か
ら
背
離
し
得
る
が
放
に
、
然
る
場
合
に
は

金
値
の
債
値
が
異
ワ
た
債
絡
で
呼
ば
れ
る
事
に
な
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、
会
館
償
値
の
う
ち
ど
れ

だ
け
の
部
分
が
録
制
債
値
と
な
る
か
、
と
言
ふ
問
題
に
は
影
響
し
な
い
か
b
、
別
に
問
題
と
な
ら
な
い
)
、
と
言
ふ
貼
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

如
何
に
も
、
金
睡
の
枇
曾
的
生
産
物
に
つ
い
て
見
る
時
に
、
債
値
と
債
格
は
一
致
す
る
と
言
ふ
事
は
、
正
レ
い
。
然
し il耳

伶ほ131--2捗Rf!マルクス「資本論」高畠氏詩的鳴135
"y )v 17λ「資本論」高畠氏誇前摘1358) 



問
題
は
そ
こ
に
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
金
醸
の
枇
舎
的
生
産
物
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
債
値
と
債
格
は
一
致
す
る
と
し
て

も
、
部
分
に
つ
い
て
見
れ
ば
生
産
債
格
は
債
値
か
ら
背
雛
す
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
費

料
は
、
一
枇
舎
的
生
産
物
中
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
の
純
生
産

債
格
は
そ
の
組
債
低
か
ら
背
離
し
得
る
。
ぞ
れ
が
背
離
す
れ
ば
、
枇
曾
的
金
贈
的
に
同
一
と
見
ら
れ
る
債
値
を
生
産

す
る
矯
め
に
必
要
と
さ
れ
る
生
産
手
段
及
び
峠
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
の
債
格
は
債
値
か
ら
背
離
す
忍
は
づ
で
あ

り
、
従
っ
て
其
の
場
合
の
齢
剰
債
値
、
従
っ
て
利
潤
宰
は
、
利
潤
牽
の
卒
均
の
結
果
を
徹
底
せ
し
め

Y
る
場
合
の

俸
剰
偵
値
従
っ
て
利
潤
牽
と
は
臭
っ
た
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
問
題
は
買
に
此
の
姑
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
利
潤
宰
平
均
の
絹
岡
市
を
十
分
に
考
ヘ
抜
か
な
か
っ
た
事
は
、
献
ド
高
間
散
慨
に
よ
っ
て
湘
摘
3
れ

て
ゐ
針
。
所
が
、
数
授
の
批
判
は
、
利
潤
率
平
均
の
結
論
を
充
分
に
捕
き
出
寸
と
、

的
に
不
可
能
と
な
り
、
・

2

一
、
均
術
的
再
生
産
は
必
然

一
々
の
商
品
の
債
格
は
無
限
に
債
低
か
ら
離
れ
、
又
、
商
品
の
綿
瞳
の
債
伎
と
そ
の

債
格
と
も
ま
た
無
限
に
相
離
れ
る
、
と
言
ふ
勤
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
一
炉
、
先
づ
、
第
一
の
論
結
を
見
る
に
、
其

の
論
謹
に
は
、
利
潤
率
の
卒
均
の
斜
め
慣
値
か
ら
背
離
す
る
事
と
な
る
所
の
生
産
債
格
は
其
の
商
品
慣
値
を
構
成

し
た
る
債
値
部
分
に
臆
じ
て
按
分
せ
ら
れ
る
L
L
言
ふ
事
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
例
へ
ば
我
々
の
例
に

つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
第
一
究
の
利
潤
宰
平
均
の
行
は
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
商
品
の
債
格
の
構
成
は

阿国

品
。
∞
回
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十
喧
(
}
叶
，

J
+
]
=臼
品
目
P
H
O
H
回日出
J
S

田園

包
∞
臼
♂
+
即
日
由
♂
十
司
会
ヨ

H
H
2
a
F
=

平

均

九
九

潤

3晶

第

却t

華リ

第
三
十
六
巻

ァ、、
A
Z

-
F
亨」

高回数持軍一マルクス債値:品目債値論l論議三十巻70-97，(高同教授著「勢働債1直
哉の吟味 192--121)教僚は-v-/ルレク
活賛料が償f値直に3於をト》、て費られる事世胸堤しで利潤宰を主箪重出し'号突蛇4亨智y陀生産債格
を取扱」ふ、に歪到!lつてじ，そt札L等の諸商品円傾伺!梶格fも債値カか当ら背離する事になつてゐる
のを以ヲて，J「矛盾Jであり，r根竣を;浩院官， LしJ古な:-い、リ」説明である， (91頁}とも言ってゐ
bれる.然し，理論的碗JEの過程に1:i~~ いて・先つ債1直に於ける費用から準与，突

9) 



ι円盤品哨川柑4w-H司令UEJピ品即時J旬長七〈墜品明回。h諜寝RU町議出開制制EW世)LJ

A坤Qド444堕υ一語一口5J
山『

ndド災ピ裏話唱由回世路MnhmムへやQトト」vbキムえMt

-山市必ピ認，叶抑4J也市記〉HF心主也記、同首相岡山由
FAV

U4M育制脳同h斗ヘト晩』吋岬ah蛍=一一古川副働時↑盛和4A恒国麿込噛骨思自宴脚判断早川司肋間連Q判

官制hmov酎叫叫町制川町民包柏町JJHhfL脚44「LMHJh特耐鰭蒋」adm-mJPBHrf仰也4「随一

品m」lwJL
・
4司Jレ-J4VEZドJ同畿ドJ蛍屋川畑働時↑緩和《出品姐FW睦誌ヰ山町ピ

1
0
0
 

-'J日時
8
Î-'~.c-'起ゃい'留ま

11州
世
話
E
L
8
可
制
奪
-
'
J
特
(
覇
杓
.
0
'
<
船
越
I
~
明
世
話
E
L
8
矧
制
奪
講
く
R
8
e
~

tZB07V1+1134m222041
や
~
.
o
8
己
'
機

J
:I:H制措

~
8
相
継
j
~

-'Ji:射
轄
庁
ù
時
Y
恥
棋

1
J剤
縦
揺
a
:
:
8
却
特
製
奪
指

令
Q
坦
:
l
$
~

1983~2 
1)
婦
ら
的
日
v
目
的
8
I-' 

~.c-'
起
ゃ
い
'
$
1
迫
害
右

E暗
躍
昨
可
制
8
終
合
G
選
意

V j十
円
=c，

~
t
g
 

的
4二
日
-
v
>
;
さ
品
'
連
経
宰
己
宮
憲
主
掛
濯

1昨
朝
刊
避
さ

iZ
包

4二日"v"';ぎの
G
や
~
.
o

O
報
己
'
棋
1i8
程
韻
~
眠
時
三

総
11
審員

111 <
 1( 

総
111+1(~

程
震
l!¥; 
事・

Rト

終
I
Q
程
謀

Q
~
!
樹
立
正
之
む
由

iミ省u宗
;
~
時
Q

巨ト~
Q

，!!里会~堰-A
"1\~電

器
十
A
持
4
己
中
日
ミ
告
制

1ß!le
~
主
誌
掠
Q
憧
ロ
量
層

科
\
8
~軍
縮
日
当
'

~
~
吊
~
t
;
'?@i~準

記
剖
制
昨

E耳
Q
世{制是正

~
Q

>\，
Q
聖書理重品

'-"Q
中E盛

時
世
ピ
製
υ
い~製品'-"Wæ醤...l'

書
永
趨
特
Q
号車蹄1m

寝
静
可
哀
t
!
;
わ
~
Q

者
i縦
揺
1
:
1
<
I!g;') '-".主申請h書

量
制
Q>\'~

，o>
1:際
立
主
'E.~ト:ld

Q
対
世
!
~
~
Q
 >¥' 
Q
 ~~.;，'-" Q

和
産
量
常
任
ピ
鍾
υ
い
~
製
品
<
i
'
申
E謹+-.坤，o>

Q
-v"，

寵
寵
時

8)手:jQ'8
~
;
0
州
制

ltト
也
Q
瞳
堤
-
4
)
~
寧
~
8
毛
主
陣
州
現
桝
事
S
揮~-N>

E堅垣
Z主化工、申書量

J
い
d
'
4
重
寵
哩
主
要
咽
士
主
岩
議
4
j
pコ
ド
器
製
起
さ
帯
ム
，
..-¥j ijiiûベ

飾
~
~
~
事
詩
的
長
い
Q
品
。
組
や
ド
'

tii
起
iiト誌
3
L
で
ヰ
£
雨
量
近
話
ζ
記
長
D

言語守目撃をさ..J
it! 
i
'
<
:
.
主
主
宰
器
占
ミ
ピ
饗
つ
i
J
~，会

π
4
4
F
3
4
1
1
U
4
Z
J
f
d
主
主
主
宰
刊
~
i
J
~
J
Þ
;
♀
?
公

ç，
~
 r
 

早
ド
屯
坤

Q
t
'
~
時
為

P
苦言......

Q
~
ミ
ザ

軍
(
~
梓
々
8
~
!
2
や
ム
ド
~
.
o
~
き
d
E
'
R
Z
震
時
時
半

t8l!;;:包
z二
時
帰
口
付
ゃ
い

P
者~
n
g
8
~
寝
Q
鍵
世
包
'

商
品
償
f直門

背
離
率

1.
0
0
9
9
8
0
0
4
 

生
産
債
格

6123.38197 

利
i問
主
事
%

22.727273 

貴金華
IJ債
健

可
聖
書
資
本

808.20359 

不
襲
賛
本

4
0
41.
9
1
6
1
7
 

6062.87425 
1122.75449 

I
 

I
 

合
計
又
ノ
、
平
均

第

o.
日
8
1
2
8
7
4
3

3173.02520 
26.315780 

3
2
3
3
.
5
3
2
0
3
 

673.65269 
538.92216 

2020.95B08 

1.00000000 
9
2
リ
6
.4
0
7
1
7

23.052006 
0296
.4
0
7
1
8
 

1796
.4
0718 

1437
.1
2
5
7
5
 

6062.87425 
ヨk

1.
0
1
3
n
5
7
9
 

6147.24394 
6062.87425 

1122.75449 
8
8
1.
3
9
5
8
9
 

4082.25465 

E
 

合
計
又
ノ、LJ'主主

第

(口同

0.98430377 

1.
0
0
8
6
1
5
9
6
 

3182.77864 

p3:)0.0225S 
23

，8
~
5
2
~
0
 

3
2
3
3
目5
3
2
9
3

929
ii，40
7
1
7
 

673.65269 

1796.40718 

528.83754 

1410.2334
:J 

2
0
4
1.1
2732 

6123.38197 

*
 



通年

】
]
F
同
日
・
叫
印
品
血
坦

由
司
品
目
・
∞
吋
串
回
。

{
日
】
白
田
・
∞
吋
司
朗
印

H
・
9
H由
也
∞
∞
{
}
臼

h
u
u∞
・
]
{
由
回
目
白

∞
∞
品
】
司
印
】
∞

ー

111 

圃
ゆ叫↓凶戸
、，N唱
H
叫

回
C
酔
由
・
ロ
品
回
臼
H

由
H
品
J
1

・MA
F白
白
色
刷

臼
】
由
目
白
曲
面
∞
由

-
由
∞
吋
回
申
白
山
田

白
臼

C
・A
回
目
白
】

H

由
叶
臼
司
印
日
由
也

臼
凶
白
山
・
即
日
凶
由
臼

坦
白
山
由
・

M
』
由
串
一
戸

H
-
-
cロ
司
串
宮
司
印

同
品

F
F
n
A
W
∞N
喧

盟
国
司
白
血
中
吋
H
4

M
U
4
町
田
臼
(
}
即

日+

】
叶
坦
司
晶
司
叶
』
∞

と
な
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
々
の
商
品
の
債
格
は
無
限
に
債
値
か
ら
離
れ
、
又
、
商
品
の
綿
瞳
の
債
値
と
そ

の
債
格
も
ま
た
無
限
に
相
離
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
若
し
、
ぞ
れ
等
の
前
提
を
置
か
な
い
と
す
れ
ば
、
在
の

轟
の
計
算
(
本
稿
一
m
lげ
頁
参
照
)
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
く
、
利
潤
牽
平
均
の
結
果
を
十
分
に
考
へ
抜
い
て
も
、
均

衡
的
軍
純
再
生
産
の
保
件

3
+
B
H
C
は
保
た
れ
、
一
々
の
商
品
の
債
格
の
債
値
か
ら
の
背
離
に
は
一
定
の
限

度
が
あ
り
、
又
、
商
品
の
綿
轄
の
憤
値
と
そ
の
債
格
と
は
営
然
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
高
回
数
授
の
指
摘
せ
ら
れ
る

如
き
困
難
は
生
じ
な
い
。
し

τ見
れ
ば
、
数
授
の
指
摘
せ
ら
れ
た
阿
難
は
、
刺
潤
翠
の
平
均
試
の
事
か
ら
来
れ
事

で
は
な
く
、
数
授
の
附
加
ぎ
れ
に
僻
定
か
ら
来
て
ゐ
る
事
は
明
で
の
る
。
従
っ
て
、
数
授
の
附
加
さ
れ
た
般
定
自

瞳
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
の
論
説
の
場
合
に
援
用
さ
れ
た
偲
定
、
|
|
一
商
品
の
生
産
債
格
は
営
該
商
品
内
債

値
構
成
部
分
可
そ
の
太
き
に
感
じ
て
按
分
さ
れ
る
、
と
一
吉
ふ
仮
定
|
l
は
、
生
産
手
段
や
峠
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
が
其
の
生

産
慣
格
以
外
の
慣
格
を
以
っ
て
貰
賞
さ
れ
る
事
ヤ
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
許
さ
れ
難
い
。
又
第
二
の
論
読
の

場
合
に
援
用
さ
れ
た
偲
定
|
生
産
手
段
五
働
者
白
必
要
生
活
資
料
が
償
値
に
於
い
て
Y

な
〈
生
産
慣
格
に
於
い
て
販
賀
さ
れ
る
事
に
な

つ
で
も
、
鈴
剰
慣
値
量
は
依
然
と
し
て
強
化
は
無
い
、
と
言
ふ
保
定
l
l
は
、
吐
曾
的
生
産
物
の
穂
債
値
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場

合
、
生
産
債
格
の
支
配
の
矯
め
に
枇
曾
的
生
産
物
中
の
一
部
分
(
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
に
常
る
部
分
)
の
生

産
債
格
が
そ
の
債
値
か
ら
背
離
す
る
事
に
な
れ
ば
、
そ
の
背
離
債
値
量
は
、
他
方
で
枇
曾
的
生
産
物
の
他
の
部
分
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る領主有しない.
数授の批蜘lは，各生産部門につ場側窓資本白固定期間の異る場合宇，披張再生
産の行はれる場舎が想定されてゐる 従って，固定資本白問題宇披犠再生産自
問題が没入してゐる.而して，そ~-等の問題の耳元扱についても吟味すべきも白
が含まれてゐる.そこで，こ与にはそれ等の問題をとり除〈矯めに，単純な委
に害き吹める
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マ
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、
敢
授
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掃
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れ
た
不
通
営
な
る
般
定
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ん
。

ぞ
れ
は
兎
に
角
、
上
越
の
研
究
に
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て
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
容
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
利
潤

率
は
、

可
及
的
高
率
の
憐
剰
慣
値
奉
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
直
接
の
利
潤
宰
よ
hJ
も
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て
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所
要
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
資
料
ぞ
生
産
す
る
資
本
の
平
均
的
債
値
構
成
よ
り
も
低
い
も
の

と
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
起
因
す
L
。
従
っ
て
、
反
劃
に
、
傍
剰
債
値
を
以
っ
て
購
入
さ
れ
る
財
佐
生
産
す
る
費

成.か‘

本
の
平
均
的
債
値
構
成
が
、

所
要
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
の
必
要
生
活
費
料
品
正
生
産
す
る
資
本
の
平
均
的
債
備
構

成
よ
り
も
高
い
場
合
に
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
率
営
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
傍
剰
債
値
、
従
っ
て
、

利
潤
率
の
方
い
か
可
及
的
高
率
の
偉
剰
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
直
接
の
侍
剰
債
値
、
従
つ
で
、

利
潤
率
よ
り
も
高
く
な
る
で
あ
ら
う
。

以
上
に
於
い
て
、
我
々
は
、
可
及
的
高
率
の
利
潤
恋
?
を
目
F
し
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
利
潤
率
及
び
偉
剰

債
値
と
可
及
的
高
率
の
傍
剰
償
値
宰
を
目
5
し
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
そ
れ
等
と
の
相
異
と
閥
聯
と
を
明
に

し
た
。
そ
こ
で
今
度
は
、
雨
者
の
場
合
の
傍
剰
債
値
宰
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
、
町
の
場
合
に
も
M
A

の
場
合
と
同
様
に
.
ー
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
中
、

2
、
投
責
額
は
ヨ
き
で
あ
る
と
す
れ

教授の第二回論星占白論誼は，ニつ忙分れ，第ーのものに於いては， 己ふに掲
ぐるlliH是の外に，そιょに更に，草1)潤率K事普千r<DC悔い事が前提されてゐる.然
し此Eニワの前提は，必ずしも相容れない 而し亡， r )l'J)I，ι率に糧牝無しJとの
前提だけにづいても.C. ¥.に掲げる「針、事]慣値量代襲f牝無し」との，前得 ξ類似
せる難勧を生ずるので，こ L には，単に，I音量畢U債依量に聖書化無し」との前提む与
を吟味ナる.
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ぱ
、
費
本
の
配
分
に
つ
い
て
、
M
A
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場
合
に
述
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、
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な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
名
。
そ
こ
で
更
に
、

N
の
場
合
と
同
様
に
、
車
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
左
「
れ
ば
、

生
産
手
段
の
世
曾
的
需
要
構
成
に
つ
い
て
、
川
正
の
場
合
に
遁
ペ
た
理
由
た
よ
り
、

出

H
抽吋ぷ+叩国

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
之
等
二
つ
の
方
程
式
か
ら
、

3
H
U
H
g一
三

a・
7
忠
明
司
寸
司
書
と
な
る
。
従
つ

τ、
勢
働

力
に
劃
す
る
一
枇
曾
的
需
要
は
、
削
A

の
場
合
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
日
「
♂
↑
4
M
4
T
]
3・N
民
主
十
}
吋
山
吉
国
一

γ
回∞
3
U
U

目白叶で

あ
る
。
繰
る
に
、
持
貨
は
、
想
定
に
よ
り
、
肌
-
で
あ
り
、
消
費
財
の
債
格
P
H

，
は
も
嚢
の
計
算
の
一
不
す
如
く
1

吊しあ

ぉ
。
慌
つ
四
1
.
可
総
資
本
の
総
相
は
，

H
0
5
2
川口山山

~
L山
信
託
行

熱
る
に
、

上
越
の
計
算
に
際
し
畑
山
定

で
め
る
。

さ
れ
て
ゐ
る
資
本
額
は
ヨ
き
で
あ
り
、
利
潤
宰
は
嚢
の
計
算
の
示
す
如
〈
、
回
目
白
∞
呂
田
変
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
の
纏

、
同
叶
白
白
E

叶回目岱吋

臣、

H
I
I
H
I
l
l
-
-
4
l
L
M
ま

岡
崎
C
ぶ
ヒ
、
、

α
、

額
は
、

E
M
a
-
-
x
日臼臼∞凶泊三次

L
叶印一三回日由吋

で
あ
る
。
従
っ
て
、
骨
剰
憤
値
翠
は

め
る
。
即
ち
、
可
及
的
高
率
の
飴
剰
債
値
率
を
求
め
て
生
産
の
行
ば
れ
る
崎
の
傍
剰
慣
低
率
と
同
一
で
あ
る
o

こ

れ
は
、
上
過
の
研
究
に
際
し
て
、
飴
剰
償
低
争
以
っ
て
購
入
さ
れ
る
財
h
z
生
産
す
る
費
本
の
卒
均
値
値
構
成
が
、

所
要
同
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
を
生
産
す
る
資
本
の
平
均
的
憤
値
構
成
と
同
一
で
め
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
ゐ
る

事
に
由
来
す
る
。
従
っ
て
、
者
し
之
れ
と
異
っ
て
、
傍
剰
債
値
を
以
っ
て
購
入
さ
れ
る
財
を
生
産
す
る
資
本
の
平

均
的
債
値
構
成
が
所
要
労
働
者
の
必
要
生
活
資
料
を
生
産
す
る
責
本
の
平
均
的
債
値
構
成
よ
り
も
高
根
で
ゐ
る
な

卒

均

くコ

手q
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従
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値
る
鈴
手
と
及
い
高
可
と
官
財
資
る
る
(
す

教
謝
れ
開
制
ー
ら
っ
剣
慣
す
'
産
然
可
低
「
的
L

)
順
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山
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剰
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値
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時
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哨
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町
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則
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沢
一
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制
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鴨
川
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雑
誌
u
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間
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盟
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寸
時
間
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駆
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時
小
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説
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州
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認
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問
料
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訪
問
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協
議
問
W

4
A甘
利
イ
て
ら
y

-

川
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川
百
悼
の
仙
叫
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れ
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札
る
叩
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町
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鱒
制
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い
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間
一
ゐ
間
山
引
・
料
州
出
町
討
し
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B団
以
間
前
打

可
及
的
一
一
率
の
傍
剰
J
J

菅
間
性
持
船
時
開
同
日
号
れ
鉱
諸
制
即
時
設

値
奉
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
直
拐
の
儲
乗
憤
彼
等
や

J
側
議
時
山
川
町
一
詑
諸
問
問
中
一
議
長

潤
率
や
憐
剰
債
値
を
以
っ
て
、
可
及
的
高
傘
の
利
潤
恋

Tee求
め
て
行
‘
よ
い
μ
同
値
の
ゐ
賢
て
し
に
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段
差
五
産
生
一
行
の
て
ゐ
曲
注
目
量
百

は
れ
る
資
本
家
的
生
産
の
結
果
達
せ
ら
る
べ
き
傍
剰
債
宜
容
や
利
潤
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抑
制
欄
熊
野
山
賊
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庶
民
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川
島
喫
鰹
馳
弘

宰
や
傍
剰
憤
値
と
看
倣
す
る
事
は
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誤
ち
で
あ
る
土
言
い
事
ぞ
明
か
叩
協
調
判
明
殿
町
協
議
探
知
龍
抑
制
一

に
し
亡
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然
し
此
の
事
は
、
資
本
家
的
生
産
の
行
は
れ
る
世
舎
の
利
晴
窓
口
語
腕
併
用
吋
騎
打
伝
一
殺
悼
む
一
棚
料
品
一
一
流
肘
一
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時
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潤
率
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値
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す
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街
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味
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働
及
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'
高
債
の
率
異
る
主
均
れ
剰
る

っ
て
、
業
の
利
潤
の
源
泉
の
理
論
に
閲
す
る
事
で
は
な
い
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定
の
酌
一
四
一
郡
一
一
抑
俳
誌
付
文
一
地
即
時
一
説
口
一
一
…
叩
耕
一
間
崎
町
郡
岬
一
町
一
誠
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億
剰
債
値
は
常
然
搾
取
持
働
で
し
か
あ
ち
得
債
山
土
木
野
曲
生
産
な
い
従
一
木
債
及
て
高
し
可
の
的
及
と
庄
の
木
本
ワ
事
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例
へ
ば
上
例
の
場
合
に
於
い
て
、
構
張
再
生
産
が
行
は
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
l
l
l可
及
的
高
率
の
利
潤
率
を
求
め
て
生
産
の
行

は
れ
る
場
合
の
除
剰
償
値
率
の
方
が
、
可
及
的
高
率
の
傍
剰
償
保
宰

を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
場
合
の
直
接
の
餅
剰
債
倍
率
よ
ち
も
高

〈
な
る
で
め
ら
う
う
し
、
反
封
の
場
合
に
は
反
封
で
あ
ら
う
乙

以
上
に
於
て
、

;紅結
は

輸
資
本
の
慣
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
つ
き

異
っ
て
ゐ
る
時
に
は
、

7
u
y

ク
ス
の
如
〈
、

立
場
か
ら
見
る
限
り
、

F
e

、。

T

L

 
本
稿
は
其
の
事
を
否
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
十
大
谷

三
九
O

第
二
務

一O
四

14) 

'5) 

，6) 


